
業績一覧

がん診療推進センター
1.領域構成教職員・在職期間
センター長・准教授 廣野　靖夫 2019年4月～
助教 松田　安史 2020年4月～
特命助教 児玉　麻衣子 2018年4月～
特命助教 椿　貴佳 2019年4月～

2.研究概要
研究概要

キーワード

業績年の進捗状況

特色等

本学の理念との関係

3.研究実績

2014～2019年分 2020年分 2014～2019年分 2020年分
和文原著論文 3 7 ― ―

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ 3 0 11.17(11.17) 0(0)
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ 3 0 11.17(11.17) 0(0)
その他 12 1 105.55(105.55) 0.26(0.26)
合計 16 1 111.712(111.712) 0.26(0.26)

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2054001

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文 

2054002

英文論文

Hokahiro Katayama，Kyohei Azuma，Kenji Koneri，Makoto Murakami，Yasuo Hirono，Satomi Hatta，Yoshiaki Imamura and Takanori Goi:
A typical case of resected pancreatic hamartoma: a case report and literature review on imaging and pathology, Surg Case Rep,
6(1), 107-107, 20200524, DOI: 10.1186/s40792-020-00869-y（症例報告）, #0.26

Y.Hirono，K.Katayama，T.Tsubaki，M.Morikawa，T.Goi: Clinical impact of preoperative serum cholinesterase in colorectal cancer,
CLINICAL NUTRITION ESPEN, 40, 570-571, 202012

【がん診療推進センター】
センターは、通院治療センター、緩和ケアチーム、がん相談部門、がん診療統計部門、がん治療標準化部門、キャンサーボード、リンパ浮腫治療部門、がん診療地域
連携部門、がん患者会支援部門、等からなっている。これに加えて臨床栄養学、NST活動も行っている。また、2018年秋には、がんゲノム外来を設立した。臨床研究
としては、がんの集学的治療の研究と実践、特に腹膜播種陽性胃癌に対する、腹腔内化学療法と全身化学療法、外科治療を組み合わせた集学的治療法の開発研究は臨
床成績も良好であり、ユニークな研究である。また悪性腹水に対する腹水濾過濃縮再静注法（CART）の臨床研究も行っている。そのほか、チーム医療として、地域に
おけるがん在宅医療の教育研究、緩和ケアセンターを新設し、緩和医療における栄養管理の重要性についての臨床研究、通院治療センターにおける栄養管理と化学療
法による副作用の関係を研究している。通院治療センターにて在宅化学療法を受けている患者の栄養状態評価と管理を積極的に行い、栄養管理による治療成績の改善
を目的として臨床研究を行っている。県内で唯一のリンパ浮腫外来を設置し、院内外からの患者さんの治療に当たっている。
【腫瘍病態治療学講座】
腫瘍病態治療学講座では、北陸がんプロの事業の一環として、
１． 学内外の医師に対する大学院レベルのがん診療教育を行う。
２． 県内の医療者に対する専門的がん診療の講習を行う。
３． 北信がんプロ遠隔会議システムを用いて北陸・信州の6大学（福井大学、金沢大学、富山大学、金沢医科大学、石川看護大学、信州大学）と北陸信州4県のがん
連携拠点病院を結んで症例検討会、オンコロジーセミナーを開催している。
４． 一般市民や患者会会員を対象とした県民がんシンポジウムを年1回開催、また、県内の看護師を対象とする看護セミナーを年1回行っている。
５． 福井大学医学部附属病院の専従医師をおき、緩和ケアチームを牽引している。

集学的がん治療 、 腹腔内化学療法、　緩和ケア 、 臨床栄養 、 CART 、 在宅緩和パス、ゲノム医療、緩和医療教育、在宅栄養、がん専門教育、北信がんプロ

【がん診療推進センター】
がんの治療、特に腹腔内化学療法を駆使した集学的治療により、非常に予後不良な胃癌腹膜転移にも積極的な治療を行っている。癌性腹水に対してもCARTによる積極
的緩和治療を行ってきた。通院による癌治療と在宅緩和ケアを積極的に展開している。緩和ケア外来を毎日開いている。専従医師は在宅移行を専門としている。ま
た、緩和ケアセンターとして、緩和ケア専用病床4床を運営しており、看取りだけではなく在宅移行へのステップとしても活用している。通院治療センターにおける
患者の栄養評価と管理による治療成績改善の試みを行っている。リンパ浮腫外来は増える需要に対して外来日を週2日に増やし、院外からの症例も増加している。が
ん患者会を支援、また、患者サロン「やわらぎ」を設置し、運営している。在宅緩和ケアパスを普及するべく活動を行っている。また、各診療科、部門を超えてカン
ファレンスを行うキャンサーボードは、センターが診療科の求めに応じて開催しているが、その頻度が増加し、大学病院のボードとして必須の存在である。がんゲノ
ム医療中核拠点病院である京都大学と提携し、連携病院としてがんゲノム外来ならびにエキスパートパネルを運用している。
【腫瘍病態治療学講座】
１． 北信がんプロのE-Learninngのコンテンツを多く作成し、提供し、このシステムを用いた大学院レベルのがん診療教育を行っている。
２． 北信がんプロのE-Learninngシステム、インテンシブコースのコンテンツを数多く作成し、提供し、これらを用いた県内の医療者を多く募集し、専門的がん診療
の講習を進めている。
３． 北信がんプロの6大学とがん連携拠点病院を結んだ症例検討会と、オンコロジーセミナーは、極めてレベルの高い専門医研修となっている。
年1回の県民がんシンポジウムは、本学の最新のがん治療の周知の場として有用であり、県民から高い評価を受けている．また、その発表のあらましは福井新聞の紙
面１頁を用いて県民に報告しており、県民のがんに対する知識向上に益している。
４． 本学病院の専従医師として、緩和ケアチームを牽引し、レベルの高い緩和ケアチームとして県内他の施設の研修をも行っている。
５． 「がん診療最前線」という名称で福井大学の最新がん治療を解説する冊子を作成し、福井県下の医療機関へ無償配布している。

【がん診療推進センター】
本学の理念に沿うべく、在宅緩和医療、在宅栄養療法に関わる医師、メディカルスタッフの教育に尽力している。緩和ケア研修会、フォローアップ研修会を毎年開
催、福井県における緩和ケア研修会５回の開催計画を作成し開催に当たっての援助指導を行っている。本学中心に県内で運用する在宅緩和パスは、県のがんパスとし
て運用されている。診療科、部門を超えてカンファレンスを行うキャンサーボードやがん遺伝子パネル検査におけるエキスパートパネルでは、学外の施設からも参加
を得て数多く開催されている。また、がん性腹膜炎に対する有効な治療である腹腔内化学療法やCARTが県内および国内で普及するための活動を行っている。
【腫瘍病態治療学講座】
本学の理念や使命に沿って、医の倫理の体得、信頼し得る医療人の教育、地域医療の向上に貢献できるように、がん診療の医師、スタッフに対する専門教育に尽力し
ている。福井県のみならず、北陸信州地域の緩和ケア研修の中心的な役目を果たしている。

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）
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2054003

2054004

2054005

　(3) 和文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(4) 和文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2054006

2054007

2054008

2054009

2054010

2054011

2054012

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 総説

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文

（B） 学会発表等
　(1) 国際学会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c．一般講演（口演）

　　d．一般講演（ポスター）

2054013

2054014

2054015

2054016

　　e．一般講演

　　f．その他

　(2) 国内学会（全国レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

2054017

2054018

Daisuke Kobayashi, Ryoji Fukushima, Mitsuhiko Ota, Sachio Fushida, Naoyuki Yamashita, Kozo Yoshikawa, Shugo Ueda, Hiroshi
Yabusaki, Tetsuya Kusumoto, Takaaki Arigami, Akio Hidemura, Takeshi Omori, Hironori Yamaguchi, Yasuo Hirono, Yasushi Tsuji,
Kentaro Kishi, Toshihiko Tomita, Hironori Ishigami, Joji Kitayama, Yasuhiro Kodera: Phase II study of intraperitoneal
paclitaxel combined with S-1 plus cisplatin for gastric cancer with peritoneal metastasis: SP + IP PTX trial., 2020　ASCO
Virtual Scientific Program, WEB, 202005, Jornal of Clinical Oncology, 38(15)

森川充洋，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，片山寛次，五井孝
憲: 大腸癌腹膜播種に対する腫瘍減量手術および腹腔内温熱化学療法の治療成績, 第82回日本臨床外科学会総会, WEB, 202010, 日臨外会誌),
81(増刊号), 272, 202010

大槻忠良，小林泰三，廣野靖夫，五井孝憲，法木左近: Segmental arterial mediolysisによる右胃大網動脈瘤破裂の1例, 臨床外科, 75(7),
885-889, 20200720, DOI: 10.11477/mf.1407213005（症例報告）

小畑真介，小林泰三，廣野靖夫，呉林秀崇，五井孝憲: 急性腹症で発症した腸間膜静脈硬化症の1例, 日外科系連会誌, 45(3), 238-243,
202006, DOI: 10.4030/jjcs.45.238（症例報告）

椿　貴佳，田口誠一，五井孝憲: 絞扼性S状結腸閉塞を合併した小腸軸捻転症の1手術例, 日本腹部救急医学会雑誌, 40(4), 589-592,
20200531, DOI: 10.11231/jaem.40.589（症例報告）

Mitsuhiro Morikawa，Kanji Katayama，Noriyuki Tagai，Takayuki Naruse，Makoto Murakami，Yasuo Hirono，Takanori Goi: Hyperthermic
intraperitoneal chemotherapy and cytoreductive surgery for patients with appendiceal pseudomyxoma peritonei, International
Society of University Colon Rectal Surgeons 30th Biennial Congress(ISUCRS2020), WEB, 202011, オンライン

Katsuji Sawai，Hidetaka Kurebayashi，Mitsuhiro Morikawa，Kenji Koneri，Masato Tamaki，Makoto Murakami，Yasuo Hirono，Hiroyuki
Maeda，Takanori Goi: A Case of Stage IV Anal Squamous Cell Carcinoma with Long-term Survival after Multidisciplinary Treatment,
International Society of University Colon Rectal Surgeons 30th Biennial Congress(ISUCRS2020), WEB, 202011, オンライン

Katsuji Sawai，Hidetaka Kurebayashi，Mitsuhiro Morikawa，Kenji Koneri，Masato Tamaki，Makoto Murakami，Yasuo Hirono，Hiroyuki
Maeda，Takanori Goi: A Case of Stage IV Anal Squamous Cell Carcinoma with Long-term Survival after Multidisciplinary Treatment,
International Society of University Colon Rectal Surgeons 30th Biennial Congress(ISUCRS2020), 258-258, 202011

Daisuke Kobayashi, Ryoji Fukushima, Mitsuhiko Ota, Sachio Fushida, Naoyuki Yamashita, Kozo Yoshikawa, Shugo Ueda, Hiroshi
Yabusaki, Tetsuya Kusumoto, Takaaki Arigami, Akio Hidemura, Takeshi Omori, Hironori Yamaguchi, Yasuo Hirono, Yasushi Tsuji,
Kentaro Kishi, Toshihiko Tomita, Hironori Ishigami, Joji Kitayama, Yasuhiro Kodera: Phase II study of intraperitoneal
paclitaxel combined with S-1 plus cisplatin for gastric cancer with peritoneal metastasis: SP + IP PTX trial., Jornal of
Clinical Oncology, 38(15), 202005, DOI: 10.1200/JCO.2020.38.15_suppl.4529, #32.956

小畑真介，小林泰三，廣野靖夫，五井孝憲: 腹腔内出血をきたした大腸癌卵巣転移の1例, 日外科系連会誌, 46(1), 72-78, 202102, DOI:
10.4030/jjcs.46.72（症例報告）

成瀬貴之，廣野靖夫，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，五井孝憲: 腹腔内化学療法を施行し長期
無再発生存を得た腹膜播種陽性胃癌の1例, 癌と化学療法, 47(8), 1254-1257, 20200815（症例報告）

森川充洋，東　恭平，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 第9版大腸癌取扱い
規約におけるStageⅡ,StageⅢ大腸癌切除症例の予後と術後補助化学療法の検討, 癌と化学療法, 47(8), 1264-1267, 20200815

Y.Hirono，K.Katayama，T.Tsubaki，M.Morikawa，T.Goi: Clinical impact of preoperative serum cholinesterase in colorectal cancer,
ESPEN Virtual Congress (2020,9,19-22): 2020 Virtual congress of European, WEB, 202009, Clinical Nutrition ESPEN, 40, 570-571,
202012

廣野靖夫，石神浩徳，大森　健，藪崎　裕，松木　淳，今野元博，新海政幸，富田寿彦，有上貴明，藤本大裕，山下直行，松村卓樹，北山丈
二: 腹膜播種陽性初発胃癌に対するタキサン系抗癌剤による腹腔内化学療法後の手術加療の意義, 第82回日本臨床外科学会総会, WEB,
202010, 日臨外会誌), 81(増刊号), 272, 202010

東　恭平，玉木雅人，西野拓磨，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，横井繁周，森川充洋，小練研司，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，片山寛
次，山口愛奈，今村好章，五井孝憲: 腹腔鏡手術を施行した特発性大網梗塞の1例, 福井大学医学部研究雑誌, 21, 21-25, 202103（症例報
告）

Mitsuhiro Morikawa，Kanji Katayama，Noriyuki Tagai，Takayuki Naruse，Makoto Murakami，Yasuo Hirono，Takanori Goi: Hyperthermic
intraperitoneal chemotherapy and cytoreductive surgery for patients with appendiceal pseudomyxoma peritonei, International
Society of University Colon Rectal Surgeons 30th Biennial Congress(ISUCRS2020), 255-255, 202011
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2054019

2054020

2054021

2054022

2054023

2054024

2054025

2054026

2054027

2054028

2054029

　　c． 一般講演（口演）

2054030

2054031

2054032

2054033

2054034

2054035

2054036

2054037

2054038

2054039

2054040

　　d． 一般講演（ポスター）

2054041

2054042

2054043

2054044

2054045

田海統之，小練研司，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，森川充洋，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，五井孝憲: 膵体部癌の術前化学療法中に
膵尾部癌を生じ膵体尾部切除を施行した1例, 第82回日本臨床外科学会総会, WEB, 202010, 日臨外会誌), 81(増刊号), 545, 202010

Kanji Katayama，Makoto Murakami，Hokahiro Katayama，Kenji Koneri，Mitsuhiro Morikawa，Yasuo Hirono，Takanori Goi:
Multidisciplinary treatment for unresectable pancreatic cancer, 第32回日本肝胆膵外科学会学術集会, WEB, 202102, オンライン

小練研司．田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，森川充洋，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，五井孝憲: 術前放射線化学療法中に膵尾
部癌を生じた膵体部癌の1例, 第47回日本膵切研究会, WEB, 202008, オンライン

Takayuki Naruse，Yasuo Hirono，Hidetaka Kurebayashi，Hokahiro Katayama，Katsuji Sawai，Mitsuhiro Morikawa，Kenji Koneri，Masato
Tamaki，Makoto Murakami，Kanji Katayama，Takanori Goi: Outcomes of Nivolumab for the advanced Gastric Cancer in our
institution, 第92回日本胃癌学会総会, WEB, 202007, オンライン

Hidetaka Kurebayashi，Mitsuhiro Morikawa，Takayuki Naruse，Hokahiro Katayama，Katsuji Sawai，Kenji Koneri，Yasuo Hirono，Kanji
Katayama，Takanori Goi: Case Report : Laparoscopic rectal resection for intestinal endometriosis with
colonic obstruction, 第33回日本内視鏡外科学会総会(JSES2020), 横浜Hybrid, 202103, オンライン

山田起三子，森川充洋，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，片山寛次，五井孝憲: 潰瘍
性大腸炎に併発した直腸神経内分泌細胞癌の 1 例, 第45回日本外科系連合学会学術集会, WEB, 202012, 日外科系連会誌, 45(5), 680,
202012

澤井利次，前川展廣，浅井いづみ，髙橋瑞穂，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野
靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 大腸癌患者における酸化ストレス・抗酸化力と臨床病理学的検討, 第82回日本臨床外科学会総会, WEB, 202010,
日臨外会誌), 81(増刊号), 529, 202010

松中喬之，澤井利次，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝
憲: 脾動脈瘤10例の検討, 第82回日本臨床外科学会総会, WEB, 202010, 日臨外会誌), 81(増刊号), 475, 202010

森川充洋，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲，山口明夫: 大腸癌
腹膜播種に対する腫瘍減量手術および腹腔内温熱化学療法の治療成績, 第75回日本大腸肛門病学会学術集会, WEB, 202011, 日本大腸肛門病会
誌, 73(9), A123, 202009

山田起三子，森川充洋，田海統之，成瀬貴之，村上　真､廣野靖夫，五井孝憲: 潰瘍性大腸炎に併発した直腸神経内分泌細胞癌の1例, 第115回
日本消化器内視鏡学会北陸支部例会, WEB, 202011, 抄録集, 21

成瀬貴之，廣野靖夫，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，村上　真，五井孝憲: 胃切除術後内ヘルニアの検討, 第56回日
本腹部救急医学会総会, 名古屋Hybrid, 202010, オンライン

森川充洋，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 大腸癌
の原発部位(右側と左側)における臨床病理学的因子と予後の検討, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid, 202010, オンライン

児玉 麻衣子、有田 諭 、山﨑 泰生、山田 雄大、成瀬 佳子、谷山 晶三、宮武 寛知 、紅谷 浩之: 非がん疾患のエンドオブライフを支える
～筋萎縮性側索硬化症でオピオイドを含む積極的症状緩和を図りながら在宅看取りを行えた一事例を振り返って～, 第２回日本在宅医療連合
学会, WEB, 202006

廣野靖夫，椿　貴佳，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，玉木雅人，森川充洋，小練研司，村上　真，五井孝憲: 進行再発胃癌症例
のQOLとQODを高めるために, 第93回日本胃癌学会総会, WEB, 202103, オンライン

廣野靖夫，椿　貴佳，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，澤井利次，玉木雅人，森川充洋，小練研司，村上　真，前田浩幸，五井孝
憲: 大腸癌の短期・長期手術成績における術前コリンエステラーゼ値の有用性について, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid,
202010, オンライン

瀬戸　瞬，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，辻川哲也，岡沢秀彦，五井孝憲: 下部直
腸癌におけるPET-MRI検査の有用性の検討, 第45回日本外科系連合学会学術集会, WEB, 202012, 日外科系連会誌, 45(5), 654, 202012

髙橋瑞穂，前田浩幸，河野紘子，横井繁周，呉林秀崇，澤井利次，森川充洋，玉木雅人，小練研司，村上　真，廣野靖夫，辻川哲也，今村好
章，岡沢秀彦，五井孝憲: 18F-FES PETと18F-FDG PETにおけるER陽性乳癌のリンパ節転移描出能の比較検討, 第82回日本臨床外科学会総会,
WEB, 202010, 日臨外会誌), 81(増刊号), 354, 202010

村上　真，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，五井孝憲，廣野靖夫，片山寛次: 外傷性膵損傷の治療方針と問
題点, 第56回日本腹部救急医学会総会, 名古屋Hybrid, 202010, オンライン

呉林秀崇，浅井いづみ，成瀬貴之，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸
癌におけるGRHL2の役割と予後予測因子としての可能性, 第120回日本外科学会定期学術集会, WEB, 202008, オンライン

廣野靖夫，石神浩徳，大森　健，藪崎　裕，松木　淳，今野元博，新海政幸，富田寿彦，有上貴明，藤本大裕，山下直行，松村卓樹，北山丈
二: 腹膜播種陽性初発胃癌に対する IP療法後の手術加療の意義, 第92回日本胃癌学会総会, WEB, 202007, オンライン

森川充洋，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸癌腹膜播種に
対する腫瘍減量手術および腹腔内温熱化学療法の治療成績, 日本ハイパーサーミア学会第37回大会, WEB, 202009, オンライン

Yasuo Hirono，Motohiro Imano，Seiji Ito，Hiroshi Yabusaki，Takaaki Arigami，Shugo Ueda，Takuki Matsumura，Yasutaka Chiba，Sachi
Chiba，Joji Kitayama: Perioperative intraperitoneal chemotherapy for resectable gastric cancer with serosal invasion (PII), 第
75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

呉林秀崇，森川充洋，田海統之，成瀬貴之，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，山口明夫，五井孝憲: 大腸癌手術におけ
るcovering stoma造設時のOutlet obstructionのリスクと手術時の対策, 第75回日本大腸肛門病学会学術集会, WEB, 202011, 日本大腸肛門病
会誌, 73(9), A57, 202009

森川充洋，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸癌腹膜播種お
よび虫垂原発腹膜偽粘液腫に対する高温度腹腔内温熱化学療法, 日本ハイパーサーミア学会第37回大会, WEB, 202009, オンライン

廣野靖夫，吉田　祐，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，横井繁周，澤井利次，玉木雅人，森川充洋，小練研司，村上　真，前田浩幸，片山寛
次，五井孝憲: 大腸癌の短期・長期手術成績における術前コリンエステラーゼ値の有用性について, 第120回日本外科学会定期学術集会, WEB,
202008, オンライン

澤井利次，成瀬貴之，呉林秀崇，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 十二指腸憩室穿孔3症例の経
験, 第45回日本外科系連合学会学術集会, WEB, 202012, 日外科系連会誌, 45(5), 633, 202012

坂本裕生，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，大谷昌弘，中本安
成，五井孝憲: 横隔膜上憩室を伴った食道アカラシアの一例, 第45回日本外科系連合学会学術集会, WEB, 202012, 日外科系連会誌, 45(5),
694, 202012
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業績一覧

2054046

2054047

2054048

2054049

2054050

2054051

2054052

2054053

2054054

2054055

2054056

2054057

2054058

2054059

2054060

2054061

2054062

2054063

2054064

2054065

2054066

2054067

　　e． 一般講演

　　f． その他

（3） 国内学会（地方レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

2054068

2054069

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

澤井利次，成瀬貴之，呉林秀崇，森川充洋，小練研司，廣野靖夫，五井孝憲: 腹腔鏡下直腸癌手術における縫合不全の検討, 第33回日本内視
鏡外科学会総会(JSES2020), 横浜Hybrid, 202103, オンライン

Kenji Koneri，Makoto Murakami，Hokahiro Katayama，Mitsuhiro Morikawa，Yasuo Hirono，Kanji Katayama，Takanori Goi: Resected case
of follicular cholangitis mimicking common bile duct cancer, 第32回日本肝胆膵外科学会学術集会, WEB, 202102, オンライン

呉林秀崇，森川充洋，田海統之，成瀬貴之，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，五井孝憲: 下部直腸癌に対する括約筋間
直腸切除術ISR, 第94回大腸癌研究会, 東京Hybrid, 202101, 抄録集, 41

片山外大，成瀬貴之，呉林秀崇，森川充洋，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 当施設における膵
癌根治切除術後の早期再発に関する検討, 第120回日本外科学会定期学術集会, WEB, 202008, オンライン

児玉 麻衣子: 在宅緩和ケアを受ける終末期がん患者の死亡前QOL(quality of death=QOD)に影響を与える因子の同定, 第６回北陸緩和医療研
究会臨床研究懇話会, WEB, 202009

澤井利次，成瀬貴之，呉林秀崇，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 高齢者大腸癌穿孔症例の治療
成績, 第75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

児⽟⿇⾐⼦、⼩林美貴、椿貴佳、武藤悠平、⽔野智之、笹川良明、濱⽥知花、⾼野智早、浦井真友美、⽚⼭寛次、廣野靖夫: 当院緩和ケア外
来によるがん患者の時間外緊急受診への影響, 第11回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会, WEB, 202007, オンライン

児玉 麻衣子, 椿 貴佳, 高野 智早, 小林 美貴, 水野 智之, 上谷 幸男, 浦井 真友美, 廣野 靖夫: 当院における緩和ケア卒前教育の取り組
みとその有用性に関する検討, 緩和・支持・心のケア合同学術大会2020, WEB, 202008, オンライン

片山寛次、廣野靖夫: 高齢者における活動性と認知症の有無による栄養必要量に関する検討, 日本外科代謝栄養学会第57回学術集会, 202012

森川充洋，成瀬貴之，呉林秀崇，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸癌の原発部位(右側と左
側)における臨床病理学的因子と予後の検討, 第75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

前田浩幸，矢尾祥子，髙橋瑞穂，河野紘子，横井繁周，浦井真友美，廣野靖夫，今村好章，五井孝憲: BRCA1/2遺伝子変異陽性乳癌の検討, 第
28回日本乳癌学会学術総会, WEB, 202010, オンライン

澤井利次，山田起三子，浅井いづみ，前川展廣，田海統之，成瀬貴之，田中麻奈美，呉林秀崇，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，
廣野靖夫，前田浩幸，五井孝憲: 腹腔鏡下直腸癌手術における縫合不全の検討, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid, 202010, オン
ライン

田海統之，小練研司，山田起三子，東　恭平，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，玉木雅人，廣野靖夫，片山寛次，五井
孝憲: 膵管内発育と肉腫様変化を呈し膵全摘術を要した退形成性膵癌の1例, 第29回日本癌病態治療研究会, 誌上開催, 202101, 抄録集, 89

田海統之，小練研司，山田起三子，東　恭平，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，玉木雅人，廣野靖夫，片山寛次，五井
孝憲: 膵管内発育と肉腫様変化を呈し膵全摘術を要した退形成性膵癌の1例, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid, 202010, オンライ
ン

浅井いづみ，呉林秀崇，成瀬貴之，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸
癌におけるRNF32の発現と臨床組織学的因子との関連, 第120回日本外科学会定期学術集会, WEB, 202008, オンライン

谷口桂三，藤本大裕，茂原富美，服部　豊，高島順平，小林宏寿，廣野靖夫，五井孝憲: 胃癌に対するロボット支援下(腹腔鏡下)噴門側胃切
除後のダブルトラクト再建法, 第75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

前川展廣，澤井利次，田海統之，成瀬貴之，呉林秀崇，横井繁周，森川充洋，玉木雅人，小練研司，村上　真，廣野靖夫，前田浩幸，五井孝
憲: 当院の原発性小腸癌10例の検討, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid, 202010, オンライン

大嶋　祐喜、海老田　ゆみえ、坂井　晴香、増永　志穂、新家　裕朗、大蔵　美幸、森田　美穂子、根来　英樹、 細野　奈穂子、松田　安
史、浦﨑　芳正、山内　高弘: RhD抗原の減弱がみられた1例, 第68回日本輸血・細胞治療学会学術総会, 持続可能な輸血医療・細胞医療をめ
ざして　-連携のあり方を考える-, 20200528, 日本輸血細胞治療学会誌, 66(2), 463

村上 望, 児玉 麻衣子, 廣野 靖夫, 小林 美貴, 宮原 美恵子, 川上 範子, 石倉 恵美, 津田 直美, 田辺 公一, 森田 達也, 片山 寛治: 当院
緩和ケア病棟における地域連携パス使用による在宅緩和ケアの現状, 緩和・支持・心のケア合同学術大会2020, WEB, 202008, オンライン

呉林秀崇，森川充洋，成瀬貴之，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸癌同時性肝転移巣におい
て肝転移巣切除に先行して化学療法を行う意義について, 第75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

村上　真，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，森川充洋，小練研司，玉木雅人，五井孝憲，廣野靖夫: 膵頭十二指腸切除術における
術中SSI対策の効果, 第75回日本消化器外科学会総会, 和歌山Hybrid, 202012, オンライン

椿 貴佳, 児玉 麻衣子, 小林 美貴, 高野 智早, 上谷 幸男, 浦井 真友美, 水野 智之, 廣野 靖夫: 腹水濾過濃縮再静注法(CART)を頻回に施
行し，長期治療が継続できている一例, 緩和・支持・心のケア合同学術大会2020, WEB, 202008, オンライン

髙橋瑞穂，前田浩幸，河野紘子，横井繁周，山口牧子，小練研司，村上　真，廣野靖夫，今村好章，井上義一，石塚　全，五井孝憲: 術前に
胸腹水のコントロールを要したリンパ脈管筋腫症合併の非浸潤性乳管癌の一例, 第58回日本癌治療学会学術集会, 京都Hybrid, 202010, オン
ライン

坂本聡子，小練研司，松中喬之，山田起三子，浅井いづみ，前川展廣，椿　貴佳，田海統之，成瀬貴之，田中麻奈美，呉林秀崇，澤井利次，
森川充洋，玉木雅人，村上　真，五井孝憲，廣野靖夫: 糖尿病による高度脱水に起因した腸間膜静脈血栓症の1例, 第275回北陸外科学会,
WEB, 202009, 北陸外会誌, 39(1), 32, 202012
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業績一覧

（4）その他の研究会・集会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

2054070

2054071

2054072

2054073

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）
文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 CMLにおけるシャペロ
ン機能を標的とした
TKI耐性克服のための
新治療戦略

松田　安史 20180401-20210331 ¥1,170,000

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
受託研究 特定非営利活動法人日

本がん臨床試験推進機
構

StageⅢ治癒切除胃癌
症例におけるTS-1術後
補助化学療法の予後予
測因子および副作用発
現の危険因子について
の探索的研究（JACCRO
GC-07AR）

廣野　靖夫 20140624-20221231 ¥0

（B） 奨学寄附金
受入件数 4
受入金額 ¥800,000

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地
その他の研究集会 主催者 令和2年度福井県緩和

ケア研修会
20201123-20201123 吉田郡

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

日本輸血・細胞治療学
会北陸地方会

評議員 松田　安史

日本臨床栄養代謝学会 学術評議員 廣野　靖夫
北陸緩和医療研究会 世話人 廣野　靖夫
日本在宅医療連合学会 研究委員 児玉　麻衣子
日本臨床外科学会 評議員 廣野　靖夫
日本緩和医療学会 代議員 廣野　靖夫
日本緩和医療学会 東
海北陸支部

支部運営委員会(WPG)
員

廣野　靖夫

日本臨床栄養代謝学会 認定ワーキンググルー
プ委員

廣野　靖夫

日本臨床栄養代謝学会
中部支部

副支部長・支部世話人 廣野　靖夫

日本腹膜播種研究会 理事 廣野　靖夫
がんとチーム医療研究
会

世話人 廣野　靖夫

福井県がん診療連携協
議会 研修部会

研修部会長 廣野　靖夫

福井県がん診療連携協
議会 情報・連携部会

委員 廣野　靖夫

がん地域連携クリニカ
ルパスワーキング

委員 廣野　靖夫

福井県緩和医療研究会 世話人 廣野　靖夫
都道府県がん診療連携
拠点病院連絡協議会
緩和ケア部会

委員 廣野　靖夫

福井県緩和ケア研修会 代表 廣野　靖夫
福井NST研究会 幹事 廣野　靖夫

児玉 麻衣子、清水 海斗、園田 智明、椿 貴佳、武藤 悠平、小林 美貴、笹川 良明、濱田 知花、浦井 真友美、西田 麻友美、辻裏 夏希、大
塚 慎平、萩原 実穂、楠川 加津子、廣野 靖夫: 全人的苦痛が相互に影響し、症状コントロール困難であったが、病院から在宅へ切れ目のな
い連携で最終的に自宅看取り可能となった事例, 第33回福井県緩和医療研究会, WEB, 202011

児玉 麻衣子、有田 諭、里 祐一、杉田 あづさ、川崎 博行、宮武 寛知、紅谷 浩之: 地域連携により患者が役割を全うでき、家族へのケアも
スムーズに行えた事例（在宅側から）, 第33回福井県緩和医療研究会, WEB, 202011

高野智早、児玉麻衣子、水野智之、椿貴佳、片山寛次、青木芳隆、上谷幸男、政田一樹、坂田徳子、渡邉享平、三嶋一輝、松尾英明、高山マ
ミ、北山富士子、早瀬美香、中田奈都子、久保博子、小林美貴、浦井真友美、廣野靖夫: 福井県緩和ケアチーム検討会参加を通して見えてき
た当院緩和ケアチームの課題と改善にむけた取り組み, 第６回北陸緩和医療研究会総会, WEB, 202103

森川充洋，成瀬貴之，呉林秀崇，片山外大，澤井利次，小練研司，玉木雅人，村上　真，廣野靖夫，片山寛次，五井孝憲: 大腸癌原発部位
（右側と左側）における臨床病理学因子と予後の検討, 第23回北陸大腸癌研究会, WEB, 202103
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業績一覧

（C） 座長
国内学会

（全国レベル）
学会名 氏名

一般講演（口演） 第50回胃外科・術後障
害研究会

廣野　靖夫

その他 第6回北陸緩和医療研
究会臨床研究懇話会

廣野　靖夫

その他 第115回日本消化器内
視鏡学会北陸支部例会

廣野　靖夫

一般講演（ポスター） 日本外科代謝栄養学会
第57回学術集会

廣野　靖夫

シンポジウム等 第38回　日本輸血・細
胞治療学会北陸支部例
会

松田　安史

その他 第6回北陸緩和医療研
究会臨床研究懇話会

児玉　麻衣子

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 査読・編集 委員長（主査）・委員

の別
氏名 査読編数

日本緩和医療学会誌 査読 委員 児玉　麻衣子 10題程度

（E） その他
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